
No. 書名 著者名 出版者 出版年月 請求記号

1 死すべき定め アトゥール・ガワンデ みすず書房 2016.6 490.14-ガア-2016

2 エンド・オブ・ライフ 佐々 涼子 集英社インターナショナル 2020.2 490.14-サリ-2020

3 誰の健康が優先されるのか グレッグ・ボグナー 岩波書店 2017.9 490.15-ボグ-2017

4 安楽死を遂げるまで 宮下 洋一 小学館 2017.12 490.15-ミヨ-2017 

5 ガレノス スーザン・P.マターン 白水社 2017.11 490.23-マス-2017

6 脳のネットワーク オラフ・スポーンズ みすず書房 2020.4 491.37-スオ-2020

7 右脳と左脳を見つけた男 マイケル・S.ガザニガ 青土社 2016.3 491.37-ガマ-2016

8 フューチャー・オブ・マインド ミチオ・カク NHK出版 2015.2 491.37-カミ-2015

9 10億分の1を乗りこえた少年と科学者たち マーク・ジョンソン 紀伊國屋書店 2018.11 491.69-ジマ-2018

10 美しき免疫の力 ダニエル・M.デイヴィス NHK出版 2018.10 491.8-デダ-2018

11 「病は気から」を科学する ジョー・マーチャント 講談社 2016.4 493.09-マジ-2016

12 老年という海をゆく 大井 玄 みすず書房 2018.4 493.18-オゲ-2018 

13 治したくない 斉藤 道雄 みすず書房 2020.5 493.7-サミ-2020

14 <電気ショック>の時代 エドワード・ショーター みすず書房 2018.2 493.7-シエ-2018

15 中井久夫集　1（全11巻） 中井 久夫 みすず書房 2017.1 493.7-ナヒ1-2017

16 現実のユートピア フランコ・バザーリア みすず書房 2019.8 493.7-バフ-2019

17 心の傷を癒すということ 安 克昌 作品社 2020.1 493.74-アカ-2020

18 帰還兵はなぜ自殺するのか デイヴィッド・フィンケル 亜紀書房 2015.2 493.74-フデ-2015

19 予期せぬ瞬間 アトゥール・ガワンデ みすず書房 2017.9 494.04-ガア-2017

20 脳外科医マーシュの告白 ヘンリー・マーシュ NHK出版 2016.6 494.62-マヘ-2016

21 鼓動が止まるとき スティーヴン・ウェスタビー みすず書房 2018.12 494.64-ウス-2018

22 吃音 近藤 雄生 新潮社 2019.1 496.9-コユ-2019

23 死を生きた人びと 小堀 鷗一郎 みすず書房 2018.5 498-コオ-2018

24 天国の扉をたたくとき ケイティ・バトラー 亜紀書房 2016.8 498.02-バケ-2016

25 ヴィータ ジョアオ・ビール みすず書房 2019.3 498.02-ビジ-2019

26 医師の不足と過剰 桐野 高明 東京大学出版会 2018.9 498.14-キタ-2018

27 わたしが看護師だったころ クリスティー・ワトスン 早川書房 2019.3 498.14-ワク-2019

28 「食べる」が変わる「食べる」を変える ビー・ウィルソン 原書房 2020.2 498.5-ウビ-2020

29 食と健康の一億年史 スティーブン・レ 亜紀書房 2017.10 498.5-レス-2017

30 新薬の狩人たち ドナルド・R.キルシュ 早川書房 2018.6 499.02-キド-2018

ノンフィクションを味わう

愛媛県立図書館医療健康情報コーナー展示
＜令和２年10月１日～11月29日＞

長編の醍醐味、それは文学の世界に限りません。

今回は、医療分野のノンフィクションを中心に、

読みごたえのある本を集めました。

秋の夜長に、読破してみませんか？

※リストに掲載している資料は、この分野の所蔵資料の一部です。


